
川根本町商工会  

経営発達支援計画（平成２９年度）事業評価検討会 報告書 

 

日時 平成３０年５月２３日（水） 

１５：００～ 

会場 川根本町商工会本所 会議室 

 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

１．地域の経済動向調査に関すること 

          

 

 

 

 

 

 

（１）経済動向調査 

  管内企業のアンケート景況調査・聞き取りによる業種別景況調査をまとめ町行政へ報告を行った。商工会

への要望として回答された意見についてヒアリングを行い情報提供や解決策の提案を行った。 

   また、地区内の経済動向を調査・分析することにより、地域の特性や弱点・課題等を明確にするため、全

国商工会連合会が定めている「小規模企業景気動向調査」を毎月実施した。 

    

 

２．経営状況の分析に関すること 

  

 

 

 

 

 

 

 

 （１）巡回支援ツールの聞き取りを手法活用した訪問、巡回 

   経営計画策定、販路開拓、事業承継等について支援していくにあたり、巡回聞き取りを行い実情の把握と

支援策の模索を行った。 

 （２）セミナー開催 

各部会、委員会を中心とし、会員からの要望の強いテーマに沿ってピンポイントで開催し、個々の問題点 

の洗出しを行いながら改善点を助言した。 

（３）経営支援ツール活用による経営分析 

  県連による広域サポートセンターや専門化派遣制度、中業機構等各サポート機関による専門家派遣制度等

活用し支援を行った。        

 

 支援内容 H28 目標 H28 実績 H29 目標 H29 実績 

景況アンケート先件数 42 39 42 41 

行政との合同企業巡回 2 0 2 1 

県連との景況調査回数 12 12 12 12 

支援内容 H28 目標 H28 実績 H29 目標 H29 実績 

巡回支援ツールの聞き取りを手法

活用した訪問件数 

300 154 300 270 

セミナー開催回数 15 11 15 12 

経営支援ツール活用による経営分

析件数 

7 5 10 9 



３．事業計画策定支援に関すること 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 （１）事業計画策定セミナー 

    自社の取り扱う商品や役務の提供などを計画的に販売し、安定的な経営を目指すため、また、事業を存

続していくため、将来的な事業を承継していくために計画書の作成が必要不可欠である。事業計画策定

を支援するためにセミナーを開催することで円滑な支援をすることを目標にしたが開催までは至らな

かった。 

（２）事業計画策定支援者数    

    事業計画作成支援者を中心に、金融相談や持続化補助金、経営力向上事業費補助金等の申請時に事業計

画策定を支援した。 

 （３）創業・第二創業（経営革新）支援 

    町が策定した「創業支援事業計画」に基づき、町、島田信用金庫、日本政策金融公庫と連携し、経営計

画策定、セミナー勉強会等、創業のための支援を行った。創業者については１件の支援を行った。第二

創業支援者については実績までに至らなかった。 

 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること 

  

支援内容 H28 目標 H28 実績 H29 目標 H29 実績 

周知によるフォローアップ件数 7 18 10 10 

経営計画策定者の金融等フォロー

アップ 

5 0 

 

7 0 

金融支援等フォローアップ 3 0 4 0 

 

（１）事業計画策定後のフォローアップ 

   持続化補助金、経営力向上事業費補助金、チャレンジ補助金等の申請や創業に際し策定を行った事業計画 

支援先に対し、進捗状況を確認、今後の取り組み方法等フォローアップを行った。金融支援については実

績まで至らなかった。 

 

 

 

 

 

支援内容 H28 目標 H28 実績 H29 目標 H29 実績 

巡回訪問件数 120 35 120 39 

セミナー・説明会開催回数 5 2 7 0 

事業計画策定事業者数 7 10 10 9 

周知によるフォローアップ件数 7 10 10 9 

創業支援者数 2 2 2 1 

セミナー・説明会の開催（創業・

第二創業） 

3 2 5 1 

第二創業（経営革新）支援者数 2 0 2 0 



 

５．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

  

項目 H28 目標 H28 実績 H29 目標 H29 実績 

開発状況の確認のための巡回件数 5 0 8 5 

開発途上段階にある事業者に対す

るヒアリング件数 

4 0 6 1 

試作品製作段階の販売計画作成支

援件数 

2 

 

0 2 0 

特産品等販路開拓支援事業参加事

業者数 

1 2 2 2 

観光マッチングフェアの契約成立

件数 

1 3 2 1 

観光ブランメディア等ＰＲ回数 3 1 5 31 

「グランドゴルフ誘客事業」誘客

件数 

4 

 

0 4 0 

 

（１）特産品等販路開拓支援事業、観光マッチングフェアの契約成立 

小規模事業者の多くは、個人事業主であり少数精鋭で経営しているため、営業力や販売力といった販路など 

が不足している。そこで、販売及び宣伝効果を図るため、観光商談マッチングフェア、アレモキッチン・コ

レモストア、大型物産展など各種のイベント出店支援を行い販路開拓等支援した。 

今年度は、かわねパスポートを作成し、小規模事業者の販路開拓支援を実施し、制作元年ということもあり

多くのメディアにて取り上げていただいた。 

観光商談マッチングフェアにおいて、１件の契約が成立し他の案件についても業者間で折衝している状態で

ある。 

（２）調査研究事業によるジビエ開発研究 

  獣害という課題から新たな価値を見出し、ジビエ料理として観光資源とするための商品開発について開発状

況確認、ヒアリングによる現状把握を行った。 

 

Ⅱ．地域経済の活性化に資する取組 

１．地域活性化事業 

  

支援内容 H28 目標 H28 実績 H29 目標 H29 実績 

会議開催回数 12 16 12 16 

産業祭出店者数 13 17 13 15 

ふるさと祭り出店者数 10 10 10 8 

トーマスイベント出店日数 80 66  53 

トーマスイベント出店者数（延べ） 300 248  211 

軽トラ市開催回数 12 6 12 7 

軽トラ市出店者数 7 6 7 7 

ふれあい市開催回数 6 5 6 5 

ふれあい市出店者数 12 12 13 19 



 

（１）会議開催回数 

  理事会、総務委員会、商業部会、観光部会による地域活性化事業の検討会議を行った。 

（２）イベントへの出店者支援   

行政や観光協会等関係機関と会議を重ねながら、年１回の産業祭、ふるさと祭り、隔月行っている軽トラ市 

やふれあい市と、大井川鐵道によるトーマス列車などへの事業者の積極的な参加を促すための体制づくりに 

努め、出店支援を行った。 

また、行政、商店との連携による宅配サービス事業のシステムの研究・改良を重ねながら買い物弱者対策に 

取り組み地域コミュニティとしての商店の活性化を図っている。 

 

                 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

 １．他団体との連携 

・行政や地域金融機関、保証協会、他支援機関との情報交換会の開催 

  ・事業評価検討会や実務担当者会議、創業支援ネットワーク、合同就職相談会等の開催 

 ２．経営指導員の資質向上等に関すること 

・静岡県商工会連合会が主催する「経営指導員研修」や、中小企業基盤整備機構が主催する中小企業支援担 

当者研修（専門研修）、小規模事業者支援研修への参加。 

・月に 1度、商工会全職員が情報共有する時間を設け、発達支援計画に沿った取り組みの進捗状況や現在抱

えている事案の状況説明などを行い、経営指導員だけでなく全職員が目標数値を意識しながら計画通り遂

行できるよう努めている。 

・1週間に 1回、指導員会議を行い情報の共有、支援対策についての検討を行う。 

・毎週水曜日を巡回の日と定め、効率的な巡回を行う。 

・「経営指導員巡回計画書」を作成し、行動を目標化することや、毎日の「業務日誌」を作成し備忘録とし 

て活用しながら情報を共有化する。また、各種の項目に対して見込先表を作成し、目標達成のための手段 

として活用するなど自己管理を行う。 

【評価】 

  平成２８年４月に承認され、計画２年目を終了した。 

巡回に関しては、２８年度の反省を踏まえ、「経営指導員巡回計画書」を作成し行動を目標化、また「業務

日誌」を作成し、情報の共有化を図り、目標意識を高めることにつとめた。全体では９７４件と前年度より２

００件近くの増加を達成した。 

しかし、経営革新計画策定件数０件、創業支援１件、持続化補助金や経営力向上事業費補助金、町チャレン

ジ補助金等申請件数は９件に留まり、また、事業計画策定支援に係る巡回訪問件数は目標よりも下回っており、

今後、ニーズを効果的にリサーチする巡回を計画実行する必要がある。 

全体的に昨年度同様、いくつかの項目で目標未達となってしまっている。目標数達成に向けては評価会の講

評結果を踏まえ再考する必要がある。職員全員が目標意識を高め、商工会全体で計画達成に向け取り組んでい

きたい。 

地域活性化、販路開拓支援策としては、昨年に続き、全国展開カワネパスポートの新装、それに伴うアプリ

の運用開始、フードアクションカワネプロジェクトによる、ジビエの活用商品開発等を進め、地域が一体とな

った観光の産業化を推進し、儲かる地域の仕組み、地域内の小規模事業者の収益力向上、持続化、活性化につ

なげていきたい。 


